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1．ムーアヘの招待状   
ElizabethBishopは，Vassar大学の4年生の時，思いがけなくも，そして甚  
だ幸運にも，MarianneMooreと逢うことができた。（1）大学図書館の司書Miss  
Fanny BordenがMooreを小さい頃から知っていて，Bishopを紹介してく  
れたからである。Borden女史は，それまでも何人もの女学生をMooreに引  
き合わせてきたが，彼女らの誰一人，M（ゆreの気の入った老はいなかった。  
しかし，Bishopは，気に入られて，以後，母親と同居していたMooreの  
Brooklynの7パpトに出入りし7：，Moore母娘から可愛いがられた。Moore  
家を辞去する時は，常に限りない幸福感に充たされたことを，Bishopはその  
「思い出」の中に記している。 「心が昂揚し，霊気を吹き込まれさえし，立派  
になろうと決心し，もっと一生懸命に働こう，他人の思惑など気にせず，最善  
を尽したと思えるまでは何も出版しまい，例え何年かかろうと，或いは出版せ  
ずじまいになろうと，と思ったのでした」（2）と。彼女はこの思いを生涯貫いて，  
寡作に終始し，彫琢に彫琢を重ねた珠玉のような作品を公表した。彼女の『全  
詩集』（3）に収められている詩は115篇，50年余の問の詩作品である。この『全詩  
集』を書評した詩人JohnAshberyに，この本の標題が誤りであって，もっ  
と作品が，少なくとももう一冊の『全詩集』があってほしいと，人ほ望む，と  
言わせた程である。（4）1977年のGeorgeStarbuckとの会見では，Bishopは，  
時々私は自分が男に生まれていたら，もっと沢山詩を書いただろうと思う，も  
っと詩作に時間を使えただろうと思う，私は大変無駄に時間を費してきた，と  
嘆くようなことを述べているが，（5）結局ほMooreを見習った完璧主義者で彼  
女もあったということだろう。その会見で，Bis血opほ，Mooreは皿洗いをし  
たり掃除をしたりする間も，詩作のための紡挟みを家の中じゅう絶えず持ち歩  
いていたと，証言しているし，本当の仕事の例をみたいと思ったら，Moore  
の草稿を研究しなさい，とも語っている。（6）   
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1948年の春，Bishopは「M．M．のために」“ForM．Mノ’と題する作品を発  
表した。（7）後に第二詩集に収録する際，「マリアソ・ムーアさんへの招待状」  
“111VitaとiontoM王爵MariaIlneM∝灯e”と改題された詩である。（8）各詩節がそ  
れぞれ，8，9，6，6，7，12，5，5行から成る8遵の，計58行の作品  
で，「どうぞ飛んで来て下さい」“pleasecome且ying”なるリフレイン（反復  
句）が12回使われている。長年一緒に住んできた母親に死なれて孤独に苛まれ  
ていたMooreを慰めんとして，誕生日の贈り物にした詩だという（9）ので1947  
年11月15日のMooreの61歳の誕生日のためのものだったのだろう。熱い心の  
篭ったきらきら光る秀作である。   
全篇367語から成る詩であるが，却1語の異なった語（語彙）が任用され 先  
刻述べた反復句があるので，当然“please”（13回），“COme”（15回），“flying”  
（13回）の3語が最も多く使われている。他には，これも当然予測されるよう  
に，不定冠詞“a”が10回，定冠詞“the”が25回，前置詞の“in”が7回，“Of”  
が15回，“With”が11回，接続詞の“and”が11回使われているのが多い使用語  
である。以上，最も多く使われている7語だけで，総数367のうちの120とな  
る。この詩で2回以上使用されている語は，201語のうち，上の7語も含めて  
38語だけで，163語はこの詩の中で1回しか使われない。ずい分語彙の豊富な  
詩であることが判る。同語の反復が少ない詩で，be動詞でさえ，“is”が3回，  
“are”が4回使われるのみである。初出の際“blowing”は2回使用されていた  
が，そのうちの1回は，詩集収録の際に，新しい語の“resounding”へと推敲  
され，変更された。（10）如何に入念に吟味されている詩であることか。最も驚か  
されるのは，Bishopの『全詩集』115篇の詩作のうち，この一作の中でしか使  
われない語が53語もあるということであろう。“bearing”はこの詩の中で2  
虔，“Br（泊klyn”は4度使われているが，他の114篇の作品の中では一度も使わ  
れていない。“epergmeS”（枝状飾り皿）のような珍しい語や，“bn・mOtS”，  
“chemicals”，“abacus”，或いは，“grandstand”，“jellies”，そして“unin・  
Vented”，“unnebulo11S”などならまだしも，“behave”，“blowing”，“broad”，  
“eager”，“facts”，“mOVies”，“muSical”，“Shopping”も，“follow”のような動  
詞でさえ，Bishopはこの作品の中だけで一度使ったきりである。Greenhalgh  
のコンコーダンスに依ればそうである。（11）“Public”も“Lit〉rary”も，“Shoe”  
も，この作品での一度きりの使用である。ついでに，53語のうちの残りも全て  
挙げておこう。aCCidents，bravely，Capeful，CenSOrious，COmet，COnStantly，  
COnStruCtions，COurteOuS，deplore．drumS，dynasties，injustices，1ions，malig・   
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nant，Manhattan，mOrals，mOunting，muSeumS，muSk，negative，pellucid，  
pennants，priceless，reSOunding，SaPPhire，Slgnaling，Skyscraper，taXicabs，  
toe，VerSeS，VOCabularies。これらの語は，他の114篤の詩の中では使用された  
かったのである。甚だ鋭敏潔癖な言語感覚であり，言葉を選びに選ぶ詩人だっ  
たことが判ろう。   
Bishopが115篇の詩の中で用いた語彙数は，Greenhalghがその Concord．  
α氾Cβの巻末に付してくれた「語彙頻度蓑」によって計算すれば，（12）5952語で  
ある。Bishopは，この5952の言葉を，115篇の詩で駆使したことになるが，そ  
の「語彙頻度表」を眺めていて気付くのは，冠詞，前置詞，接綬詞，代名詞な  
ど，当然，使用度数の多くなる筈の語彙以外では，Bishopほ余り，何度も繰  
り返してほ同語を使っていないということである。“beautiful”のような形容  
詞も，9篇の作品の中で各々一回ずつ，計9回，彼女は使用しているだけであ  
る。入念な言葉選びをしているとは，「マリアン・ムーアさんへの招待状」だ  
けではなくて，全篇の詩作に当てはまることと言えようが，一席の作品で使っ  
た201語の言葉のうち，53語が，その作品のためのみに使用されたこの詩は，  
やはり，Bishopの入念さを示す典型の一つと言えるだろう。   
BishopはMooreに初めて逢った時のことについて，自ら，「質讃してい  
る人に会おうとしたのほ，私の生涯でその時だけでした」と語っている。（13）  
Mooreについてほ，先刻の「思い出」だけではなく，他でも具体的に生き生  
きとBishopは語っていて感銘深い，   
MooreがW．C．Williamsと合同で自作の詩朗読会を催した時のこと，そ  
れを聴きに行ったBishopは，早く着くつもりだったのに地下鉄を使用したら  
少し遅れてしまい，Mooreの朗読は既に始まっていた。聴衆が少ししか居な  
かった前の方へそっと進んでいったら，彼女に気付いたMooreはうなづいて  
「こんばんわ」と言って，それから再び朗読に戻った。一，ニカ月後．ある若  
い婦人がWilliamsからの手紙の写しをBishopに送ってくれたが，それには  
「Mooreは，ElizabethBishopという名の少女の世話をしていた。彼女ほ詩  
を書いているらしい」とあった。（14）   
Mooreほ，「押韻はむさくるしい」とよく口にしたものだが，LaFontaine  
を翻訳していた間には，しばしばBishopに，押韻の相談をしたし，Bishop  
のbal1adの一篇を押韻が巧みだといって気に入ってくれた。Mooreが何を気  
に入り，何を好まないかは，決して誰にも分らない，Moore－土どちらかとい  
えば天の邪鬼（contradictory）で，時々，非論理的なのです，などともBishop   
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は語っているが，（15）長年心から親灸した人にして初めて可能な愛情を弛み弛み  
と感じさせる発言である。   
受けた当人でなくとも，身仕度もそこそこに思わず飛んでゆきたくなるよう  
な魅力に盗れた詩の「招待状」が，凝った印象を余り暴わに与えないでいなが  
ら，その実，甚だ入念な細心の作品になったのも宜なるかな，である。Moore  
がBishopの「人生の進路を支配」した（16）人物であったように，「マリアン・  
ムーアさんへの招待状」は，Bishopの本質を象徴する作品であったら（17）  
2．光と影，空と海，そして豪など   
Bishopの使用した語彙から，彼女の世界の本質が窺えないだろうか。Co7l・  
c〃γdα柁Cβを眺めているだけでも気付くことの一つは，先刻も触れたように，  
不用意な言葉選びがさすがになさそうだということである。同語の使用が少な  
い。その彼女にしてほ偏愛した語といえるものが幾つかあるが，無論，使用頻  
度の多寡は，その語の，作者にとっての重要度とほ比例しない。Bishopの場  
合，“Sandpipers”（イソシギ）は，2篇の作品で一回ずつ，計2度しか使用さ  
れない語であるが，彼女には「イソシギ」“sandpiper”なる名作がある。（18）し  
かも，後年1976年に，「海外書籍部門ノイシュタット国際文学賞」を受賞して  
オクラホマ大学で行った受賞演説で，彼女は，自分は今までずっと，あのイソ  
シギと全く同じように生き，且つ行動してきた，つまり，異なった国′々の淵を  
＜何かを探し求めながら＞走り回ってきた，と語っている。（19）自分自身をイソ  
シギに擬しているのである。イソシギほ彼女自身なのだ。自分にとってそれ程  
重要な意味を有する語を，彼女ほ2度しか使わなかった。特別に重要な語だっ  
たからこそ，使用を惜んだのだ，とむしろ言うべきだろう。Bishopが2回し  
か使わなかった語ほ他にも多数あるが，それらの彼女にとっての重要度ほ  
“sandpipers”とほ比べものにならないのである。使用頻度わずか2回の“sand－  
pipers”はBishopにとって最も重要な語の一つである。その重要な語を使っ  
ている詩の一篇が，実は，「マリアン′・ムーアさんへの招待状」で，「イソシ  
ギのように輝く文法」という限の醒めるような輝かしい誓喩にして披露してく  
れている。あの詩が，Bishop の本質を象徴する一篇だと先刻述べた所以であ  
る。“Sandpipers”のもう一回の使用例ほ「十二度目の朝，つまり，あなたの  
意志」“Twelfth Morning；Or WhatYouWill”で，「イソシギの悲痛な叫  
び」“thesandpipers’heart－broken cries”として使われている。尚，作品の  
タイトルに使われている語は，作品の中での使用例としては扱われないので，   
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「使用頻度数」には含まれていない。「イソシギ」と題する件の作品の中で  
ほ，「イソシギ」なる語は全く姿を見せないのである。「彼」という代名詞が  
使われるだけで，誠に心憎い仕業というべきだろう。「招待状」が，1948年  
に，「イソシギ」が1962年に，「12度目の朝」が1964年に，それぞれ発表され  
ており，先刻の受賞演説が1976年である。イソシギは30年間に亙って，Bishop  
の心の中に，見えつ隠れつ姿を現わし続けていたのだろう。  
GTeenhalgtlのCo循COγ血弗Cβを「借りて」これからしばらく「相撲を取」  
らせてもらうことにする。Bishopの便用頻度の多い諸に，水と海，及びそれ  
に関する語がある。（以下，各語の後の括弧内の数字は，その使用度数を示  
し，2つ並んでいる場合は，初めのがその語の単数形，次のが複数形，の形で  
の使用数である。）「水」water（61．4），「海」sea（60．3）で，単数・複数形  
両方のいずれかが「水」は33篇の，「海」は30篇の作品に使用されている。使  
用度数だけでは，実はその語を多く使ったことにほ必ずしもならない。何故な  
ら，既に見たように，「招待状」一篇の中だけで“please”は13回も使われてい  
るが，この語は他にほ，5篇の作中でそれぞれ一回づつ，使われていて，総数  
18回は，6蔚の作中での使用となる。“Crumb”，“grandmother”，“almanac”な  
どは7回使用されるが，それらはいずれも一廣の詩の中で使用されるだけで，  
他の114篇中には，一度も出て釆ない語である。だから，33篇，30篇の作品に  
使用されるというのは，115篇の詩作中，3篇から4篇に一度の割で作者の念  
頭に現われた語で，Bishopにしてほ「偏愛」した語といってよいだろう。同  
じような語に「空」sky（36．5）がある。これも30篇の作品に出現する。「水」  
「海」「空」に関わりのある語を少しみてみよう。まず，「水」に関するもの。  
backwater（1），Aush（1），且ood（1），且oat（5・5），floating（10），rain（22・  
1）－「雨」ほ16篇の作品に出てくる－，ついでに「傘」11mbTella（2・  
3），fog（7），mist（13），frost（4），SnOW（11・2）snowfal1（1），dew  
（10），dewdrop（1），ice（7），iceburg（7・1）etc．   
次に「海」に関するもの。tide（9・4），beach（7・4），Ship（14・8）  
Sailor（9・1），SChooner（3），boat（6・5），harbor（5），etC．尚，  
「水」と共通でSand（14）一10篇の作中で一，ripple（3・3），rippling  
（1），WaVe（8・10）－15篇の作中で－，WaVer（2），WaVing（2），  
etc．その他に「JrrJriver（29・9）－10篇の作中で－，rivulets（2），  
brooks（1），Waterfal1（3・6），Swim（3・1），Swimming（6），「泡」   
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pond（3），pOOl（10・1），「湖」1ake（3・1）etc．   
「空」に関するものでは，「雲」cloud（16・14）が22篇の作品に現われてい  
る他，Star（11・9）etoile（1），heaven（8・5）－11篇で－，rain－  
bow（6・2）－5篇で－，air（30）－21篇でL，など。「煙」smoke  
（13）は8篇に現われる。因に，「陸」1and（13）は7篇の詩に現われるが，  
earth（7），earthy（2），mud（7），muddy（2）など，「水」の関係より  
ほ少ない。地上の＜場所＞を表わすものはやほりある。Place（16・3），hill  
（20・9），mOuntain（2・5），mOuntaintop（1），grOund（14），paSt11re  
（3・4），meadow（3・1），Park（4），Square（8・2），SCene（6・  
4），island（9・9），peninsulas（1），PrOmOntOry（1），flat（11・1）  
など。tOWn（8・1），City（6・2）に比べて，COuntry（8・1）は，「田  
舎」ばかりを指すものではなく，hamletもvillageも使用されていないので，  
「都会」のほうが，Bishopにあってほ優勢か。rOad（6・2），Street（7・  
3）と，こう見てくるとやはり，名作「地図」“TheMap”の作者らしく，地  
図や地勢に関心を抱き続け，海や空を旅して回った遥遠詩人らしさが，（20）語彙  
の使用状況からも窺えるといってよかろう。と同時に，光と影の詩人ではなか  
ったかとも思われる。1ight（45・11）ほ，単数形のうちの40回が「光」の意味  
で使われていて，複数形の「光」も含めて，37篇の作品に「光」ほ出現する。   
光に関する語をみてみよう。1ighting（1），1ightning（3・1），flash－1ight  
（1），「ぴかっと光る」flash（4・2），「ぎらぎら光る」glare（5・2），「ぴ  
かりとする」glint（2）ほ，動詞形も名詞形もある語だが，flashed（1），  
flashier（1），flashiness（1），flashing（2），glinted（1），glinting（3），  
その他gleams（2），glistening（4），glistened（2），glisters（1），glitter  
（1・1），glittered（1），glittering（6），glow（3），gl0wing（1），glazed  
（4），glazes（1），gOld（13），gOlden（8），Silver（19），或いは，lamp（4・  
2），1amplight（1）とあり，光は豊富である。それに対して「影」のほう  
も，Shade（5・1），Shady（1），Shadow（7・10）とある。それに，「太陽」  
Stln（33）と「月」m00n（26・4）が，目立つ頻度数である。「太陽」は24篇の  
作中に現われ，Sunlight（2），Sunrise（3），SunSet（2），SunShine（1）な  
どを含めれば，これらのいずれかは27篇の作中に出てくる。「月」のほうは，  
19篇に，mOOnbursts（1），mOOnlight（7），mOOnlit（3），mOOny（1），な  
ど，これらのいずれかが出ている作品は24篇である。自然界の「光」の代表者  
である「太陽」と「月」関係の以上の語が，少なくとも一度は現われる詩だけ   
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でも45篇に及ぶことが判る。「光」のイメージほ，殆んどの作品に何らかの形  
で現われているようだ。「光」が現われるということほ，「影」を表わすイメ  
ージが明らさま㌢こ存在しなくとも，自ずから背後に「影」ほ附随して暗示され  
るということで，光と影の詩人と先刻述べた所以である。   
限だの手足だの腰だの，身体（動物のも含めて）の部分を表わす語は，我々  
かこ身近かで親しく，諺などにも，多様に使われているものであるから，詩作  
の際にも一般的に言って多く使用される語である。BisllOpの場合ヤこも，毛髪  
hairから爪先toeまで，身体関係の語ほ，使用されている。hair（11・3），  
head（30・10），forehead（2），eye（17・66），〔eyed（3）〕，nOSe（4），  
nostrils（2），mO11th（9・4），1ip（2・4），Cheek（1），ear（3・8），  
face（16・11・），throat（4・2），neCk（3・4），Shoulder（2・1），arm  
（3・6），hand（12・14），finger（2・4），thumb（2・1），Chests（2），  
breast（6・4），nipple（1），heart（22・2），Waist（1），1eg（3・4），  
knee（3・4），heels（1），tOe（1・4），1imb（2・4），nails（3），と上方  
から下方へ並べられよう。back（53・2）とf〔のt（6・31）とは，それぞれ，  
後に（へ・の）という副詞（形容詞）の意味，及び，長さの単位フィートを含  
んでいる数字で，「背中」，「足」という身体の部分の名称としては．それ程多  
くない。以上から判るのは，「限」eyeが圧倒的に多数使用されていることで  
ある。単数形が出てくる作品には復数形は出て来ないことが多いが，少なくと  
もそのいずれかが出現する詩は52篇に及んでいる。イメージ（心象，限や心に  
浮ぷ像・姿）の鮮烈な詩人であるBishopらしいと言えよう。  
「耳」earが語として作中に現われるのが少ないからと言っても，Bishopが，  
聴覚よりは硯覚の優勢な詩人だなどということにはならない。彼女ほ12，3歳  
の頃，Hopkinsの詩の不完全な断片の一つで，“tattered・taSSeled－tangled”  
（ばろばろの房になって操れ絡まった）という語句の入っている詩行に大変感動  
したというし，（21）また，無断でM（Xばeに使われてしまったと恨みめかして  
「思い出」の中で語っている一旬“thebellboywiththebuoy－balls”は，自ら  
不意に思い付いて，「その響きの故に」大変気に入って，M00reに得意になっ  
て何度も繰り返し告げたものだという。（22）後刻触れる作品「雉鶏たち」の中に  
は，第22連に“a丘rstflame・feather”なる旬もあるように，彼女ほ頭韻を著し  
く愛用したし，「雄発たち」は，微妙な音の変化が全体を支配している作品で  
ある。Bishopは，甚だ鋭敏敵細な音感の所有者だった。視覚聴覚共に，秀れ  
た芸術家らしく，裁かった。   
森 田  孟  
1956年9月15日号のNew YorkeYに発表した作品“Sestina”は，最初の行  
（Septemberrainfallsonthe house．）と最後の行（andthechilddrawsan－  
Otherinscrutablehouse．）が，「家」houseで終っていた。この詩は，「家」で  
始まり「家」で終る作品で，Bishopにとって「家」ほ大切なイメージである  
と，私は既に指摘したが，（23）house（49・12）は目立つ多用語で，畏篇の作品  
中に出てくる語であり，home（25）かhouseのいずれかが出現する作品は36篇  
に及ぷ。3篇強に一篇の割である。1ighthouse（4），fishhouses（2），Ware－  
houses（1），SChoolhouse（1），CryptO－dreamhouse（1），prOtO－dream－  
house（1），farmhouses（1），henhouse（1），とhouseの付く語がある。  
その他 「家」に関係のある語としては，rOOm（12・5）－10篇の作中で  
M，rOOf（4・2），Window（13・4），Wall（8・10），Walled（1），Walト  
paper（6），fence（8・3）などがあり，bed（14・8〉，1ullaby「子守歌」  
（5）一一篇の作中でだけでほあるが－，が気になる語である。先刻，「海」  
に関して挙げたharbor「港」も，「家」と関連づけられもしよう。ブラジル  
に18年間（1953年～71年）住んでいた（24）間もアマゾソの奥地を訪ねたりした  
というし，絶えず旅をしていた彼女の造造は，実ほ，本当の「家」を，home  
を，求めてのものだったのでほあるまいか。彼女の作品世界共々，houseや  
血omeの使用度数は，私にそう感じさせるのである。   
Mooreほどでほないにせよ，Bishopにも動物を標題にした作品が，先刻触  
れた“Sandpiper’’や，後刻取り上げる“Roosters”の他にも，“TheFish”，  
“TheArmadillo”，“TheMoose”，“PinkDog”などと幾篇かある。彼女の作品  
に登場する動物，あるいは植物には，どのようなものがあるのかも，（方形COγd・  
α殆どeから抽出して蓑を作成してみたが，詳しくは，ここでは割愛する。しか  
しそれから判ることを若干記しておこう。動物を表わす語彙ほ100を優に越え  
てやはりなかなか豊富であるが，M00reには当然のように見られる，elephant，  
giraffe，tiger，などはBishopの世界には現われない。ましてpangolin（後に  
触れる）などは言うに及ばないことで，彼女の言葉選びは，この分野でも慎し  
く潔癖で，奇抜なものは現われない。Zebus（こぶ牛）が殆ど唯一の例外とでも  
言うべきか，一度出てくる。dog（14・3）一9作品に－のほうがcat（4）  
－3作品に∴－－より優勢であり，horse（10・1）－8作品に－のほうが  
COW（3・5）一5作品にニーよりやや多い。al1igator（1），CrOCOdiles（1），  
turtle（1・6）－－－3作品にLほあるが，陸亀のtortoiseは出てこない。  
donkey（1・2）はあってもmuleはない。fireflies（5）－4作品に，gOat   
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（5・7）－3作品に，gull（4・3）－3作品に，OWl（3・4）－4作品  
に，Snail（6）一5作品に∴辺りが目立つところ。最も多く使用されるのほ，  
一般的な負sll（23）一16篇に－とbird（17・23）－26篇に一である。魚  
は「水」中に，鳥は「空」中に棲息する動物であり，「魚」と題する作品，  
「イソシギ」と題する詩があること，先刻の「空」と「水」が多かったこと，  
などと関連して面白い。   
植物もなかなか豊富に出てくるが，「薔薇」rose（3・9）が10篇の作品に  
出てきて一番多い。変ったところではbluets（トキワナズナ），foxgloves（ジ  
キクリス），VetCh（カラスノエンドウ），hackmatack（アメリカカラマツ）辺  
りで，それぞれ一回ずつ登場している。植物の場合も，一般的なtree（13・19）  
が，25篇の中に出てくるのは，如何にもBishopらしいところだろう。“Toa  
Tree”「木に寄せる」と題する高校生時代（1927年発表）の作品があるが，特  
殊で奇抜な名の木を持ち出さないところ，動物の場合と同じである。   
Mooreが大変愛用したせいでもあるまいが，hat（18・1）が18篇の詩（25）の  
中に現われ，つばの反った中折れ帽fedoraも一度使われているのが目立つと  
ころである。固有名詞では，Baudelaireほ出てきても，それとの連想から  
Velraine，Rimbaud，Mallarm6，Va16ryなどは使われないし，Socratesは出  
てきてもplatoは出て来ないし，Newton，Pascal，Raphaelは出て来るが，  
彼らの周辺のすく小我々の脳裡に浮かぷ他の科学者，哲学者，画家ほ，どこにも  
現われない。そういう安直な語選びを，彼女は決してしない詩人だということ  
が，Bishopが作中に持ち出す固有名詞を見ていても十分に窺えるのである。  
3．「堆鶏」とムーアの「センザンコウ」   
BishopのL‘Roosters”とMooreの“ThePangolin”との比較が興味深いと  
注意を促したのはAnneStevensonであるが（2S），彼女のその示殴を正面から  
受けとめてみることにしよう。まず，この二作品を，それぞれ全訳で示すこと  
にする（原詩は注の最後に付す）。“Roosters”は3行の詩節が44遠から成る長  
篇の力作で，NewRe？ublk，104（Apri121，1941）に発表された（27）。Bishop  
が「その時までに試みた最も意欲に充ちた長詩」（建）であると共に，彼女の最上  
の詩の一篇である。左端に，原詩にはない連の番号を，便宜上付しておく。   
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雄鶏 た ち  
1）四時に   
砲金紺色の陪がりの中で   
私たちは最初の雄鶏の最初のときを聞く  
2）砲金紺色の窓の   
真下に   
すると直ちに こだまが返る  
3）離れた遠方に，   
それから 裏庭の開いから一声，   
また一一声，ぞっとするようなしつこさで，  
4）ブロッコリー細から   
湿ったマッチをこするような乱み音が立ち，   
ばっと拡がる，そして町ぢゅうに感染しはじめる。  
5）叫び声がごっそり   
水洗便所の廉からやってくる，   
糞べったりの鶏舎の床から，  
6）そこの青い汚れの中では   
彼らの妻たちがかさこそ音立てながら質讃し，   
雄鶏たちはその癖慈悲な足をふんばり ぎらぎらと見詰める  
7）愚かしい限で   
そうしている問も 彼らの囁からは上るのだ   
抑制されない従来のままの叫び声が。  
8）突き出した胸の奥深くから   
緑金のメダルでお酒落して   
他の着たちを指揮し恐れさせようとする，  
9）言い寄られ茂られる   
雌鶏の生活を送る   
多くの妻たちを，   
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10）ひりひり痛む喉の奥深くから   
無意味な命令が漂い広がる   
町ぢゅうへ。一羽の雄鶏が小気味よさそうに  
11）私たちのベッドを眺める  
錆ついた鉄の小屋や  
古びた寝台の床架で出来た囲いから  
12）私たちの教会を，  
そこにはブリキの雄鶏が止っている  
私たちの小さな木造の北寄りの家を越えて，  
13）出撃する  
泥だらけの小路小路から  
ランド・マタナリーのような地図を区画しながら，  
14）頭がガラスのピン  
油山吹色に 青竹色  
無煙監色，アリザリン色，  
15）各々が 意欲に充ちた  
追い出しだ 釣り合いを保った状態の。   
各月が金切り声を立てている，「ここほ俺さまの住む所だぞ．′」と。  
16）各々が金切り声を立てている   
「起きろ，夢を見るのはやめい．′」と。  
雄鶏たちよ，君らは何を目論んでいるのか。  
17）君，ギリシャ人が柱の上にのせて   
射つ対象に選んだものよ，生け蟄にされる時  
じたばた腕くものよ，彼らが札を  
18）「甚だ戦さ好き…」と貼った君よ  
如何なる権利をもっていて君ほ命令な  
下し，私たちに生き方を教えるのか，  
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19）「そら．′】，「そら．／」と叫び  
愛も自負も戦争も望まれていない  
所にこうしている私たちの目を覚まさせるのか。  
20）君の小さな頭に要っている  
赤いとさかには  
闘争のための血が全て綴っているのだ。  
21）そうだ，あの突出物は  
非常に雄々しい存在になっているのだ。  
あの虹色の俗悪な芙である他に。  
22）今や 中空で  
二羽ずつ彼らほ互いに飼う。  
下へと最初の燃えるような羽が降りてくる，  
23）すると一一羽は翔んでいる  
並みほずれて壮烈に  
死の感情すらものともせずに。  
24）そして－一羽は 落ちてしまった，  
しかしそれでも町の上を  
彼の引き抜かれ血まみれになった羽々ほ漂い降りる。  
25）そして彼が歌ったことは  
どうでもよくなる。彼は投げ飛ばされてしまう  
灰色の灰だまりの上に，糞の中に横たわる  
26）死んだ己が妻たちと共に  
血ばしった脹を開けて，  
そうこうしているうちに 金属のような羽は酸化する。  
27）聖ペテロの罪は  
マグダラのマリアのよりはもっと悪かった  
彼女の罪は肉体だけのものだったのだから，   
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詣）精神のだったから ペテロの罪ほ  
落ちてゆくのだ，燃えさかる炎の下を，  
「奨たちと役人たち」の間を。 1ヽ  
29）昔の聖なる彫刻は  
それを全て一緒に一まとめに出来たのだ  
一つの小さな場景の中に，過去も未来も，  
30）キリストは愕然として立ち，  
ペテロは，二本の指を挙げている  
街いたような唇に，二人ともまるで呆然としているみたい。  
31）しかし その二人の間に  
一羽の小さな堆鶏の姿が見える  
石灰華のくすんだ円柱の上に刻まれて，  トラ′ミーナソ  
32）その下に オンドリ ガ トキヲ ツタル，  
ペテロ ガ ナク と説明されて。  
ここに 必然的な希望がある，肝心かなめだ，  
33）そうだ，そしてペテロの涙は  
私たちのシャンティクレア（29）の両脇腹を   
流れ下って その蹴爪を宝石のように飾る。  
34）涙をびっしり鍾められて  
中世の遺品のように  
彼は待つ。哀れにもペテロは，悲嘆にくれて，  
35）やほり信じられないのだ  
あのコケコッコーはそれでも神を崇めているのかも知れないとは，  
彼の恐しい雄鶏ほ赦しを意味することになるのかも知れないとは，  
36）パシリカ聖堂（80）と家畜小量の上の   
新しい風見熟ま，  
それにまた，ラテラノ聖堂（51）の外側には  
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37）常に斑岩の柱の上に  
ブロンズの雄鶏がいたのだから  
人々と法王とにほ  
38）「十二使徒の王子」（32）でさえ  
ずっと以前に赦されていたのだと分っていたかも知れないと  
言おうとしているのだとは，また，全ての集会に  
39）「そうではない ではない でほない」と  
雄鶏たちの全てが叫んでいるわけではないのだと  
納得させようとしているのかも知れないなどとは。  
40）朝になり  
弱い光が漂っている  
裏庭に，そして金色に染めている  
41）ドから  
ブロッコリーを，一業一葉。  
どうLて夜は 滅びてしまえたのたろうか，  
42）小さく浮かんでいる  
ツバメの腹部と  
空中の桃色の雲の縞とを金色に染めながら，  
43）一日の前触れを  
大理石の中のとりとめもない綿のようにしたまま。  
雄鶏たちはもう殆ど 聞こえなくなっている。  
44）太陽が登ってくる，  
「最後を見んとし」たあと，  
敷か友人のように忠実に。  
早朝，一羽の雄鶏が突然ときを作る。それを合図のようにして，次々と町中  
の雄鶏が叫びを挙げる。それを耳にしながら－ 詩人の夢想が展開されるのだ。  
この詩では，人生と芸術との関係，人生と芸術及びその他の，美なる語でこの   
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詩人が差すものとの関係瞥こ対する作者自身の感情が，この詩を秀作にした特質  
岬7イロニーと穏やかさとの奇妙な組み合ゼーーーによって示唆されている，  
と件のStevensonは言う（33）。彼女の見解を今少し聞こう。   
明らかな次元でほ，この詩は，芸術と宗教との美及び統合を，実人生の恐怖  
と対比したもので，「湿ったマッチ」のように朝を車Lませる雄鶏のしわがれた  
叫び声ほ，雄鶏のみならず人間の生活の愚かしさと無益さを象徴していると見  
られる。「ここに俺がいるぞ」と叫ぷ雑穀ほ，残酷で尊大な人間性の象徴であ  
るが，第22遠から，戦いが現われると共軋，雄鶏は鶏舎からキリスト教芸術の  
寓話へと転換される。   
一羽の堆鶏の死ほ，ペテロがキリストを拒んだことを想起させ，キリストの  
赦しのイメージが喚起されるに至る。人類は救済を考えることが出来るから，  
結局，人顆は雄鶏ではないのだ，となって，この詩は，希望の宣言になる。雄  
鶏は人間のための赦しのつもりでやってきたのだ（第35連），となって，信仰  
の，よりよい生活の，可能性が生じるわけだ。   
雄鶏ほまず，悪の象徴として現われ，次に善の象徴となり，日の出を伴う象  
徴として，消え去ってゆく。「酸か友人かのように忠実に」という太陽ほ，  
全ての象教が有する曖昧さを，結局象徴するものだ，と鋭い指摘をしたSte一  
VenSOnは，「朝の束の間の美しさは結局は埋め合わせにすぎず，この世の人  
間によって生ずる悪からの人工の逃避にすぎない芸術とほちがって，何物をも  
赦さず，我々に何も告げず，何の説明もせザ，ただ，それそのものなのだ」  
と，この詩の解釈を結ぶが，深い読みと言うペきだろう。「金色に染める」  
“gilding”の繰り返し（第40，42連）や，ツバメとブロッコリーが日光の中で  
同じように美しく描かれるなど，最後の五達で，何でもないありふれた風景の  
莫しさが美事に描出されるので，その十全の意味を見落しそうだ，とSteven・  
SOnほ言うが，彼女のように，「実は善悪同様，人間の創り出したものだとい  
うことを，この詩ほ何と巧みに示唆していることか」と感取するのも，確かに  
その十全の意味の一つを汲み取ったことになるのだろう。   
Stevensonの指摘で，特に注目したいのは．MarianneMooreなら，この  
詩を，絶望を拒否するところで，つまり，「そうではない，でほない，ではな  
い，と雄鶏の全てが叫んでいるわけでほない」という勇敢な肯定で終らせてい  
たかも知れないのにBishopにとってほ，信仰や芸術の総合ほ決して永続する  
ものでも安定したものでもないので，結嵐 Bisbopほ，日の出と共に美しく  
なってもはや醜くもいやらしくもない現実世界へと戻っていくのだ，という簡   
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所である。（35）この二人の詩人の質をよく見抜いている見解と言うべきだろう。  
“Thef■amgolin”「センザンコウ」を見てみなくてはならない。   
「センザンコウ」とは，有鱗目センザソコウ尾の身体を守る堅い鎧のある動  
物の総称で，オナガセソザンコウ，インドセソザンコウなどがおり，痕を主食  
とする。だから「有鱗壊食い」“scalyanteater”ともいう。名称の“Pangolin”  
はマレイ語が語源で，丸くなるもの，という意で，驚いた時に身体を丸くする  
習性に由来する。Mooreは大の動物好きで，彼女の全詩集馳G）∽♪Jβfβク♂－  
e郡Sげ几ねγf8雅邦e肋0γgに収録されている125篤の作品中，動物がタイトルに  
なっているものは26篇もあり，猿や象，キリン，蛇，鳩牛，蛸，ライオン，  
虎，など，ありふれたものは無論，トビネズミ“TheJerba”，セビレトカゲ  
“ThePlumetBasilisk”，軍艦ペリカン“The FrigatePelican”，オオムガ  
イ（36）“ThePaperNautilus”など，ずい分特殊な動物が題材にされている。そ  
れにしても，セソザソコウ，とほ奇妙な動物を取り上げたものである。Moore  
の最も内気で自己防禦をする動物の一つだ。（37）作中で詳細に言及，描写され  
るこの動物の特徴や生態などは，二冊の博物誌によっている旨の自注がある。  
詩集7ツわfb〃gり／言紹αガ♂O才力βrl句作βざ（1936）に収録された。（38）  
センザンコウ   
もう一つの装甲動物鱗  
エゾマツの松毯の親則正しさで重なり合っている燐 それらは   
途切れることなく中央の尾の列を  
成すに至る．′ 頭と脚と，砂粒を備えつけた砂嚢とを持つこのチョウセンアザミに   
夜の小型芸術家技師ほ，  l遣いもの，  
そうだ，レオナルド・ダ・ヴインチの生き写しだ一  
我々がめったに噂を聞くこともない感銘深い動物にして勤勉家。  
武装は余分にみえる。だが 彼にとってほ  
閉ざしている耳の畝  
あるいはこの小さな隆起さえ隠している  
暴わな耳と 同じように安全のために  
収縮する鼻 及び貫き通せないように閉ぎせる  
限の孔ほ，そうではない。一本物の蟻食いで，   
ゴキブリ食いではない，彼は夜中に  
不慣れな土地を精根枯らすほど孤りで旅することにも堪えて   
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日の出前に戻ってくる。月光の中に歩み入り  
奇妙にも月光の上を歩いて両手の  
外側の簸で体重七支えて釣爪を守って  
梱るのに備える。木の回りを  
蛇行して，彼は引き上げてゆく  
けんかを好まずに危険から，  
無害なシューという苦しか立てずに。保つわけだ  
ウェストミンスター寺院の錬鉄の蔓草  
あのライトソりミザードのトマス（39）の脆い優雅を，でなけれは  
丸まって球となり それを解き広げようとする   
あらゆる骨折りをも斥ける力を示す。強力に尾を中に入れ 端正な   
頚ほ中心へ，折れないようにと首の上に，両足は丸く締めて。  
それでも尚 彼ほ刺されることを防ぐ鱗せもつ。更に内側から  
土で閉ざした岩の巣も，それを彼はこれほどまでに暗くできるのだ。  
太陽と月と昼と夜と人間と獣  
各々が光輝に充ちている  
それはどれほど下劣な人間でも斥ける  
わけにはゆかぬもの。各々が素暗しいのだ．′  
「恐しがるが恐れられる」，この武装した  
飯食いはサスライアリに出逢っても引き返したりはせずに，  
可能な限りの量を呑み込む，尾の上の平たくなった刃の緩の   
葉状尖端針やチョウセンアザミの植った脚や胴の薄層ほ   
報復されてうようよと撃じ登られる時には，  
激しく震わせるが。ガルガロ（叫の主役闘牛士らしい  
窪んだ鉄のような題の帽子のつばの上の畳まれた縁付き嚢飾り  
のように目の詰んだ彼は，落下してから  
歩き去る  
無傷のまま，尤も 邪魔されなけれは  
彼は用心深く木を伝い降りてゆく，自分の  
尾に助けられて。巨大セソザンコウの  
尾は，優美な道具で，支えや手や簾や斧として，特別の  
肌をした象の鼻のようにひっくり返るのだが，   
森 田   孟   
見失われることはない，この蟻や石を呑み込む，損われることのない  
チョウペニこ／アザミの上ででも，それを阿呆どもは生きている寓話で   
石が滋養物になるものと思っていたのだが，実際ほ蟻が  
そうなっていたのだ。センザン∵コウは攻撃を好む動物ではない，  
たそがれ時と日中との間ほ彼らは鎖とは見えないような按械じみた形体ほ  
とらず，災難や転換によって優美に  
された物がよくやる摩擦のない腹  
這い歩きをする。優雅を説明するには必要なのだ  
好奇心の強い手が。いやしくも存在するものは永続するものでないとすれば，  
何故，小突堵を動物で優雅に飾って   
そこの 冷い憂苦な低い石の座席に   
群がって休息する人々修導士に修導士に俸導士が これほどに  
創意工夫に富んだ屋根支柱の間で，奴隷のようにあくせくした挙句  
優雅を混同してしまったのだろうか，一つの親切な態度と，借金を払う時と，  
罪の救済と，垂直面を越えて  
拡がってゆく石造の  
九窓放射状仕切りだとまだ認められているものを  
優美に使うことと。帆船は  
最初の機械だった。センザソコウも，静かに  
動いてゆくようにされた四つ足の  
精密な模範なのだ。後ろ足ほ決行性で   
人間の姿勢も幾らかはとれる。太陽と月の下に，人間は奴隷のようにあくせくして   
己が生活をもっと甘美にしようとして，花々の半ばは持つに値する状態を保ち，  
己の力の使い方を賢明に選ばねばならぬ。  
スズメ蜂のような製紙業書か．食料品のトラクターか，  
蟻のような，あるいは流れの上の  
茂みから或る長さの網を  
蜘蛛のように張るか，闘いながらセソザ／コウの  
ように熟練工となって．ひっくり返るか，  
落胆の余り。ごてごて飾り立てられるか，まっ  
裸で，人間は，自我は，我々が人間と呼ぷ存在は，この  
世にとっての習字教師ほ，グリフィン（」1）と化すのだ，意味の暗い   
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「同類は非難に値する同類を好まない」を。そして誤りを書く，四つの   
アールで（42）8動物たちの中で 丁つはユーモア感覚を持っている。  
ユーモアは2，3歩節約してくれる。それほ幾年も節約してくれる。無知でほ  
慎しやかで感情忙走らず，それでいてあらゆる感情をもって  匝＿く，  
彼ほ尽きることのない活力を，  
成長する力を 持っている，  
尤も 人の呼吸を早めたり勃起させたり  
できる生き物は殆どいないけれども。  
何ものをも恐れることのない彼だが，  
それなのに震え上って，足どりは一歩ごとに障害に逢うように   
あちこちへ歩く。定則と  
矛盾せず 【 温血で，鰍主なく，二対の手と若干の毛 【 即ち  
哺乳動物である，そこに 自分自身の生息地に 屈すぁって  
サージで覆われ，強力に裳蹄されている。恐怖の虜となって，彼は，常に  
権利を縮少され 生命を消され，薄暗がりに邪魔され，仕事も一部しか果さ  
交替する相手の炎に向かって言うのだ，  蛙  
「再び太陽を．′  
毎日毎日を新たに，新しく新しく新しく，  
中に入ってきて私の魂を落ち着かせてくれる日々を」と。  
M00reがしばしば行なったように，この詩も，文字の組み方が重要な特色  
の一つで，各行の行頭の出入りが成す一連及び九遵全体が形造る視覚上の映  
像は，センザソコウの形姿のある特色でも暗示するのかも知れない。作品全  
体の中の真申，第5連のみが10行で，他の連より1行，詩行が少なく，いわば  
胴がくびれている。これはセンザソコウの姿とは異なるようだ。合計98行の詩  
である。BishopはMooreから色々と多く学ぶところがあった筈であり，現  
に，Bishopの作品が初めて単行本の詩華集に載った際の“mentor”（指導者）  
の役札 Mooreに努めてもらったし，（亜）既に，また，後刻も触れるようiこ，  
Bishopほ具体的に作品をMooreに見てもらっては助言を得ていたのだが，  
作品の文字面の視覚上の効果という点でほ，彼女は，この敬服している先達を  
殆ど踏襲しなかった。いわゆる“enjambment“（句・行跨がり）でほ，Bishop  
も名手の一人だった（44）かもしれないが，Mooreの奔放自在さ・華麗さには，  
遠く及ばないだろう。Bishopの関心は，そこにはなかった。Mooreのこの詩   
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では，末尾に不定冠詞が来るような語の配列すらなされている。   
この詩，いきなり，「もう一つの」武装した動物，と始まる。無論，作者の  
念頭には，既に，武装動物が一つ在るわけだ。人間という，その発生以来さま  
ぎまな武具を工案し，使い続けてきた動物である。この詩は，Hadasを待つ  
までもなく，「センザンコウの特殊な習性とその個としての優美さについての  
ものであると共に，人間の状況についてのもの」（45）なのである。この詩には，  
BonnieCostelloの詳細な解釈・見解があるので，それを少し，見てみたい。  
彼女は，この詩を，闘争の肇喩を使った詩の中でも最も包括的な作品だ，と言  
う。心の過程を記録しながら，その漠然たる類推の中へ多くの主題とイメージ  
を引き入れ，こうしてMooreは，形体の転換と機能の災難との間の対応を手  
に入れるために「優美」“grace”という概念を持ち出すのだ（46）と。形が変われ  
ば機能も損われる，ということを言うために「優美」を問題にするのだ，とい  
うわけである。その通りであろう。   
更にCostelloは言う。Mooreはこの詩で，センザンコウの武装をそれが役  
立つことと美しいこととで質讃するので，この詩の言語は，この二つの而の間  
を，時にほその有用性に，時にはこの防禦覆いの優雅さに注意しながら動いて  
いる。この詩の仕事ほ，その二つの結合を発見することであり，Mooreはそ  
れを，共時的な（静止した体系としての）構造と，適時的な（動的状態として  
の）構造との，どのような相互作用の中にも見い出している，（47）というのは秀  
れた見解であろう。人間の好戦性が，この詩では言及されるわけだが，センザ  
ソコウと人間を対比することで，この詩は，他の幾つもの対立関係一記号と  
意味，主題（主観）と目的（客観），観察者である作者と彼女の注目する対象，  
等一に直面するのだ。（亜）この詩は，類推・連想によって展開されてゆくが，  
「単純な比較の原理は使われず」（49），連想の繋ぎほ多様で，聴覚によるもの，  
視覚に依存するもの，概念上のものなど種々のものが，セソザソコウの憐のよ  
うに重なり合うところに，この詩の喜びがある，（50）というのもその通りであ  
る。セソザンコウは，いつの間にか教会へと連想が移り，詩の優雅が暗示さ  
れ，建築の優雅と対比され，（51）人間とその闘争に及び，（52）「これまで結合され  
たことのないイメーージの氾濫」と共に，感嘆の言語で始まったこの詩は，（53）感  
嘆の言語で閉ぎされていて［感嘆符が，書き出しのところと最後の箇処に用い  
られていることを指す］一種の円弧を措いて［これは，⊥ヒンザソコウの形姿の  
象徴でもあって美事な指摘である］おり，（54）この詩ほ「入念な変装構造をもっ  
た長い迂遠な詩」であり「防護器管（武装）と優美とについての詩」（55）である，   
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と以上が，Costelloの，この詩についての見解である。   
セノザンコウほ，言うまでもなく M∝汀eの詩でほ寓意のある動物で，「人  
間の勇気，ユーモア，親軌 優雅などの象徴である」（56）。Mooreもこの詩を，  
日の出のイメーージで結んでいるが，ここの太陽は，Bishopの「雄鶏」のよう  
な，改もしくは味方というような「暖味な象徴でほなく，明らかな人間の防利  
の高らかな象徴」であり，「この太陽ほセンザソコウの信仰を復活させる」（訂）  
ものであった。「雄鶏」の中での太陽のように「最後を見ようとして」昇って  
くるのではないのだから。   
「最後を見ようとして」については，作者自身の言葉がある。Bishopほ  
“Roosters”を書き上げるとすぐMooreに送ってみてもらった。Mooreほ，  
母親と共に夜おそくまでかかってその詩に手を入れて，返送してくれた。（建）そ  
れは“TheCock”と改題されてもいた。それに対してBishopはMooreに  
1940年10月17日付きで，手紙を書いている。（59）Mooreほ幾つもの修正や示唆  
をしたようだが，Bishopはそれらの幾つかには従って，ある速から「私」“Ⅰ”  
なる語を削除したりしたが，自説もしっかり押し通した。Mooreほ，あの厳  
格な三行違をばらばらFこし，押韻の詩も崩していたが，Bishopほ詩節と脚韻  
にも頑固に固執し，標題も，Mooreの変更したような古典的な語より，むし  
ろ蔑った語である“roosters”を用いたいが，それほ，ピカソが「ゲルニカ」  
で行なったような暴力的な雄鶏を念頭においたからと述べて，原題のままとし  
た。MooTeほ韻律についても何か言ったらしい。Bishopほ，私ほガタガタす  
る韻律“rattleqtraprhythm”のほうがむしろ適切だと思うと述べているし，  
第五連の「便所」なる語の使用などを「叱った」のに対しても，軍国主義の本  
質的な卑しさを強調したいからと述べて，他の「汚い語句」共々，保存した。   
Mooreは第11連に，“Ourbeds”ではなく，“fastidiousbeds”を，第12達  
ほ“tinTOOSter”ではなく“gold rooster”を，と示唆したらい、ことが，この  
手紙で分るが，Bishopほ，いずれも自分の考えを保持した。書き出しの所の  
「砲金」“gum・metal”の繰り返しと共に「最後を見る」もやめるようにとい  
う示唆もされたらしいが，これも原作を護ったことが，やほり手紙の文言で判  
る。「最後を見んとして」の引用を保持したいのは，「聖書の中でペテロiこ関  
して用いられている表現ほ，極度に痛烈だと常々自分は感じてきたからだ」と  
述べている。後年，書誌の編者MacMal10n宛ての1977年8月12日付きの／、ガ  
キでBishopは，その出典はKingJames版聖書のマタイ伝第24葦58節だと述  
べたと言う。（60）第14遵の「頭がガラスのビン」についてほ，雄鶏があちこちで   
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鳴いている様は，地図の上で戦争計画を示すピンのように感じたからだ，とも  
説明している。作中の「ランド・マクナリーの地図」云々の警喩共々，如何に  
も，名作「地図」“TbeMap’’（61）の作者らしい感じ方である。   
「雄鶏」と「セソザソコウ」とは，共に最後に，昇ってくる太陽が喚起され  
るだけでなく，途中で，「戦い」と「教会」へ想いが移って，結局は人間が考  
察されようとする。視覚上の効果のせいもあり，凝縮されたイメージの豊富さ  
も与って「セソザソコウ」のほうが華麗な作品であるが，内容の深さの点でほ  
「雄鶏」のほうが勝るように思われるが，如何であろうか。JeromeMazzaro  
も言うように，（62）この詩は，夜明け前の「最初の雄鶏の最初のトキの声」か  
ら，雄鳥たちの声を「殆ど聞えなく」ナる太陽の出現までを，規則正しい3行  
違の計132行かけて動いてゆくが，夜の終りを告げる雄鶏の叫びは，まず雌鶏  
を，それから眠っている妻たちの心を動かし，人間の歴史へ働きかけ，堕落と  
歴罪の象徴となって，太陽に道をゆずるに至る。   
この詩，見られる通り規則正しい3行連であるが，およそ単調でほなく，展  
開されるイメージと韻律は，慣しやかにではあるが巧妙に変化されている。そ  
の有り様を，AnneR．Newmanは作品を逐一解釈しながら明らかにしてくれ  
る。（63）   
Bishopほ，新開に載ったピカソの雄鶏の複製に触発されて，この作品を書  
き始めたが，スカルラッティのあるソナタを聞くまでは難渋した。それが示す  
ように，BisIlOpが強い関心を抱き続けた絵と音楽が，共にこの諸に直接の効  
果を及ぼしており，視覚と韻律の効果が極度に結合した詩が，この作品で，彼  
女の芸術の力によって，裏庭のしわがれ声の雄落札 希望の象徴になった。確  
かに，雄鶏という現実の存在が徐々に変容されて，ペテロがキリストを拒んだ  
という象徴的な挿話へ移行してゆき，しかも，それを自然というもっと大きな  
サイクルの中に包みこむ，（64）などという芸当は，並み大抵ではない。Bishop  
はこうして「現実と理想」「永遠と崩壊」「人間と自然に対する肯定と拒否」  
を，我々にも見せてくれる。   
普通の，予想されるような柔らかい青ではなく，「砲金紺色」で始まったが，  
これほ以後現われる色，「録金」「油山吹色」「青竹色」「無煙炭監色」「アリザ  
リソ色」共々，この詩の金属感を支え，色と金属を結合するイメージが，使わ  
れる。硬い金属感の色彩が，つらい無感覚の目醒めと調和しているし，「糞べ  
ったりの鶏舎の床」「錆ついた鉄の小屋」「古びた寝台の庄架で出来た囲い」  
「頭がガラスのビン」などのイメージが，冷たい，心ない野著さと腐朽の印象   
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を増すのに役立っている。こういう視覚上の感覚は，堆鶏を示す他の形容，  
「愚かしい賑」「突き出した胸」「ひりひり痛む塀」及び，雄鶏の行動を示す  
語，「きしみ音を立てる」「はっと広がる」「ふんばる」「指揮する」「小気味よ  
さそうに眺める」などによって強烈に支えられているし，これらの背後に，強  
さと軋みを増してゆく音のイメージ，「最初のトキ」「こだま」「ぞっとする  
ようなしつこい叫び」等々があって遂に「金切り声」に至る。これらほ韻律上  
のぎくしゃくした効果で支えられる。11～16連ほ，韻律が，雄鶏の叫びのスタ  
ッカヅトを帯び，ここの全ては，夜明け前の時間の嫌な印象を展開するのに資  
している（¢5）。最後の5連では「1」の頭韻が目立ち，始めの部分のぎすぎすし  
た子規に取って替り，母韻も幾らか軽く素早く動き，前より規則正しいリズム  
になるにつれて「スプラング・リズム」の効果は下がってくる。言語そのもの  
が，夜明けと共に変貌しているように見える（叫，などとなれば，これはもう翻  
訳でほ，この詩の真価は伝え難い。原詩で味うしかない。その事情は「セソザ  
ンコウ」の場合も同様であるが。   
「雄鶏」の大部分はフロリダで書いたと，1977年の会見で，Bishopは語っ  
ているが，（87）1，2年前に友人たちに朗読を疎まれてみて，突如，女権拡張論  
冊子“afeministtract”のようだ，とこの詩を思ったが，作詩当時ほ勿論，夢  
にもそのような意図はなかったとも話した。第6遠から7連辺りを始めとし  
て，現在の限では，feministたちからも讃辞を得られる詩に相違ない。全く，  
Bishop自身の言葉通り，「時代の推移によって，事情がどのように作者に好  
転するか分らたいものである」し，その意味で，この作品ほ，文学作品の有す  
る運命そのものを象徴している作品と言えよう。「センザンコウ」のほうに，  
女権拡張論冊子の趣きは，まず，読み取れまい。   
尚，先刻も触れたBishopの作品“TheArmadillo”（7ルマジロ）は，1957  
年6月22日号のNewYorkerに発表され Robertl，OWellへの献辞が付いて  
いたものだが，この，アルマジロなる動物，熱帯アメリカに産するアルマジロ  
科の夜行性哺乳動物の総称で，その一種ココノオビアルマジPなどほ骨質の鎧  
で被われていて，故に会うと球状になって身を守る性質を有している。Bishop  
にとってのセンザソコウといってよいであろう。23歳年長の先達Mooreの影  
響は，Bishopにとって並み並みならぬものがあったことは，こういうところ  
からも窺えよう。   
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4． セステイーナ   
Bishopは生涯に，Sestinaという詩型を二度試みた。既に触れたように1956  
年に発表した，そのものずばりの標題の“Sestina”（68）と，著書きの“AMir・  
acleforBreakfast”「朝食への奇蹟」である。これほ1937年7月号の  
50，に発表されたもので，処女詩集『北と南』州別兢＆5ぬ舶（1946）に収寒  
された。（69）この第1詩集に収められた多くの詩と同様に，この作品も初出の前  
に，Mooreに送って見てもらい，色々な示唆を受けたことが，Moore宛ての  
Bishop自身の書翰（1936年9月15日付，1937年1月5日付，同年1月19日付）  
から窺える。（7O）Mooreは，Bishopの弱気を慰めたり，第6連の“gallonsof  
COffee”を「乱暴な」（boisterous）と評したらしいし，Crumbとsunを使った  
のほ大失敗だとか，第2連の2行目の初めの部分“Itwassocold”などを“In  
the bitter cold’’に変えたらどうかなどと示唆したようだ。上記の最後の手紙  
で，そのように変更した，と言っているが，実際は変えなかったことが，発表  
した作品で判る。25，6歳のBishop，なかなかしたたかでもあった。   
Bishopの最初の手紙では，この詩が一つには曖昧である点で，もう一つほ，  
「あなたの＜影響＞を」】－それが本当だとして－ひどく不作法に示している  
点で，全くの失敗だと思います」と語り，「セステイーナは全く一種の離れ業  
（stunt）」だとも述べている。二番目の手紙では，gallonsを5行上のgal1eries  
と近づけておきたいので「乱暴さ」には目をつぶりたいと言い，「ある特定の  
失敗がなけれは，存在の手段がなくなるような事柄」の類だと，SunとCrumb  
のことを考えていると言い，セステイーナを可能にする方法は二つあると思う  
と言う。行末語に，普通でない異様な語を，それもなるべくしばしば，異なっ  
た使い方で使わねはならない。ムーアの言うような「規模の変化」をつけて。  
そうすれば味の濃厚な詩になるだろう。もう一つの方法は，Sydneyがやった  
ように，可能な限り色のない語を使うことで，そうすれはその詩はそれだけ幻  
覚が少なくなって，自然な主題やその変奏がもっと多くなるだろう。自分は同  
時にこの二つのことをやろうとしたのだと思う，と。   
そのBishopの意欲的な若書きの作品を全訳で示してみよう。セステイーナ  
とは，周知のように，6行6連体半詩節付の詩型で，6箇の単語を，6達のい  
ずれにおいても，行末に用いるもので，その用い方に特殊な約束があり，各遠  
景後の行末語が次連最初の行末語になり，各連で同語ほ同じ行にはこないよう  
に使う。半詩節3行には，この6箇の単語を2箇ずつ，1箇は行末に，他ほ行  
の中に使う，という凝った詩型である。この作品での6語は，COffee，Crumb，   
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balcony，miracle，Sun，river，である。拙訳では下線を付した。  
朝食への奇蹟   
六時に私たちは三ニエニ を待っていた。   
コーヒーと慈悲深い竺＿∠歴とを   
とある墜重から供される筈のを，   
－昔の王様がたのように，あるいは重畳のように。   
まだ暗かった。左堅の一足が   
弘の長いさざ波の上にしっかり乗った。  
その日の最初の渡し船が 牡を横切っていったばかりだった。   
大変寒かったので私たちはその三ニューが   
うんと熱ければいいと希った，室墜ほ   
私たちを暖めてくれそうになかったので，そしてそのニミ＿と畳も   
重畳によって各々が一本のパンになって，ノミターが塗られれほと希った。   
七時に一人の男が霞貪に歩み出てきた。  
彼はしばらく一人で露台に立っていた   
私たちの頭越しに牡のほうを眺めながら。   
召使いが彼に 重畳の材料を手渡した   
それほ成り立っていた カップー杯だけの三二三二と   
－、一本のバンとから，それを彼はバン層にくザし始めた   
頸を，いわば雲の中に入れて一室堅と共に。  
その男ほ気が狂っていたのだろうか。何たることを杢墜の下で   
彼はしようとしていたことか．その，彼の藍色にのぼってノ   
各々人は，相当固いニミ＿∠歴々一つ一つ受け取って   
ある老は蔑むようにはじき飛ばした 皿の申へ   
カップの，コーヒーの一滴の中へ。   
私たちのある者ほ辺りに立ったまま，亘墜を待っていた。  
次に私が何を見たかを語ろう，それは垂些ではなかった。   
美事な邸宅が基墜の中に立っていて   
その尿，靡からほ熱い三二三二の香りがしてきた。   
前の，バロック様式の白い漆喰の匿皇には  
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小鳥たちが加わってきていた，週一帯を巣にしていたのだ   
一私はその様を見ていた 片限ほ二三∠層にじっと注ぎながら  
そして回廊や大理石の部屋部屋にも。私の二！∠層   
私の豪邸は，垂墜によって私のた捌こ作られていた，   
長い年月の間に，昆虫たち，小鳥たち，石に細工する坦   
によって。毎日毎日，基墜の下で   
朝食の時刻に 私は私の霞宣に座り   
両足を持ち上げたまま コーヒーをがぶ飲みする。  
私たちは二三ヱ昼を辞め上げてはコーーヒーを飲み込んだ。   
坦向うの窓が 杢墜を捉えた   
まるで垂壁が生まれつつあるかのように，おかど違いの墓室の上に。  
＜セステイーナ＞などという詩型ほ全くの離れ業だ，とMooreに嘆いて  
みせたBishopであったが，美事な出来栄えの作品である。一読直ちに，Ste・  
VenSOnの言う通り，寓話 【 キリストがパン層から無数の人々の飢えを救  
ったという話の現代版，もしくほ，聖餐の儀式の一変型－だと受け取れよ  
う。（71）この作品を害いていた時，作者自身にほそんなつもりはなかったと言っ  
たそうだが，これもStevensonの言う通り，Bishopの主張が真実だという  
証拠は，どこにもない。「寓話」だという証拠は，作中に在る。まず，大抵の  
読者が，キリストの奇蹟の話などを想起するだろうから。だが，別に，キリス  
トの寓話は思い浮かばずともいいので，倫理的な意味合いは，読者の心にそれ  
ぞれに，しかと弛み込むし，浮かび上ってくるであろう。早朝，食事を待って  
いる間に，「私」の想像裡に展開する美しい場景が，現実の目の前の風景と微  
妙に交差してゆく。「私」の住んでいる豪邸ほ，奇蹟によって，「私」の得た  
パン屑が変容したものだと，「私」ほ想像するのである。「私」は小鳥のため  
に撒かれたパン屠を眺めながら，心に浮んだ「一人の人」からパンを与えられ  
るという慈悲を受ける窮民の一人といつの間にか化してしまう。コーヒーもパ  
ン屑も，ごくありふれたもので，ありふれた場景を扱いながら，決して凡庸で  
ない世界を浮き上がらせているでほないか。コーヒーと二三∠昼が，奉墜．と坦の  
光の中で星重から生み出した重畳 が，この詩そのものと言えよう。こういう  
作品を若年にして書き得たのも，Bishopが，時代の精神上の窮境にあって  
も，その昔しい状態を，激烈にとか，皮肉にとかではなく，陽気に常に笑い飛   
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はすことが出来たからだ，とStevensonほみている。（72）窮境が，Bishopには  
かえって希望の根拠となるのだと。この作品の中の，気まぐれではあるが，深  
遠でなくはない一連のイメージの中で，否定でほなく，倫理的な肯定を我々は  
与えられるのだと。Bishopの若年にして早くも身につけた，現実観察力と想  
像力との均衡のとれた感覚のせいで，にちがいあるまい。  
（1986・9・10）  
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Roo虜ter5  
Atfouro’clock  
inthegun－metalbluedark  
Wehearthefirstcrowofthe丘rstcock   
】uStbelow  
thegun－metalbluewindow  
andimmediatelythereisanecho   
O仔inthedistance，  
thenonefromthebackyardfence，  
thenone，withhorribleinsistence，   
grateslikeawetmatch  
fromthebroccolipatch，  
flares，anda1lovertownbeginstocatch．   
Cries galore 
comefromthewater・Closetdoor，  
from the dropplng－plastered henhouse  
且00r，  
whereinthebl11ebl11r  
tbeirrustlingwlvesadmire，  
t】lerOOSterSbracetbeircrllelfeet  ／   
and glare 
with stupid eyes 
w llefromtheirbeaksthererise  
theuncontrolled，traditionalcries，   
Deepfromprotrudingchests  
ingreen－gOldmedalsdressed，  
plannedtocommandandterrorizethe  
rest，  
themanywives  
wholead hens’11ves  
Ofbeingcourtedanddespised；   
deepfromrawthroats  
a senselessorderfloats  
allovertown．Aroostergloats   
overotlrkds  
fromrllStyironsheds  
andfencesmadefromoldbedsteads，   
0Ver Ou∫Churcbes  
Ⅵ▼ねeretbe亡mroo如erperclleS，   
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Wltbraglngberoismdefying  
eventhesensationofdying．   
Andonehasfallen，  
btltSti11abovethetown  
historn・Out，bloodied feathersdrift  
dowIl；   
andwhatbesung  
nomatter，Heis負ung  
ontbegrayash－beap，liesindung   
withhisdeadwives  
Withopen，bloodyeyes，  
whiletllOSemetal11cfeathersoxidize．  
St．Peter’ssin  
WaSWOrSethantbatofMagdalen  
whosesinwasofthefleshalone；   
Ofsplrit，Peters，  
falling，反neatbthe且ares，  
amongttle“SerVantSando瓜cers．”   
01dholysculpture  
colユId詑titalltogetheT  
inonesmallscene，paStandf11ture：   
Cllriststandsamazed，  
Peter，tWO丘ngersraised  
tosurprisedlips，bothasifdazed．   
Butinl光tWeen  
alittlecockisseen  
carvedonadimcolumnintlle  
travertinら  
0VerO11rlittlewoodellnOTtbeTnhouses，  
maki【1gSallies  
董romallthenl11ddyalleys，  
markingoutmapslikeRandMcNally’s：   
glass－beadedpins，  
Oil－gOldsandcoppergreens，  
anthraciteblues，alizarins．  
eachoneanactlVe  
dLsplacementinperspective；  
eachscreaming，“ThisiswhereIlive！”   
EacllSCreamillg  
“Get11plStopdreaming！”  
Roosters，WhatareyouproJeC lng？   
You，WhomtheGreekselected  
toshootatonapost，Whostruggled  
Whensacri丘ced，yOuWhomtheylab l d 
“Verycombative…”  
WhatrighthaveyoutoglVe  
commandsa11dtellusbowtolive，   
Cry“Here！”and“Here！”  
andwakeusherewhereare  
unwarltedlove，CO皿Celtandwar？   
TlleCrOWnOfred  
SetOnyOurlittlellead  
ischargedwithallyo11r負ghtingblood．  
Yes，thatexcrescence  
makesamostvirilepresence，  
plusallthatvulgarbea11tyOf   
iridescence．  
Now in mid-air 
bytwosthey負ghteachother．  
Downcomesaむstf】ame・featber，  
a皿doneis8ying，  
explainedbyが地肌馴れ  
ガgf乃f和ぎunderneatllit．  
Tb∝eisine虹apablet旭pe，tllepivot；  
yes，andtherePeter’stears  
TundomowcbandcleeT’s  
′  sidesandgemhissp11rS．   
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Tear・enCruStedthick  
asamedievalrelic  
hewaits．PoorPeter，heart－Sick，   
Stillcannot糾eSS  
thosecock・a・doodlesyetmightbless，  
hisdreadfulrooster come to meam for－  
glVeneSS，  
anewweathervane  
Onbasilicaandbarn，  
and that outside the Lateran 
therewouldalwaysbe  
abronzecockonaporphyry  
pi11arsothepeopleand the Popemight  
See  
that“Denydenydeny”  
isnota11ttlerOOSterSCry．  
〆ノ  
1mtbemor山ng  
alowlightisaoating  
inthebackyard，andgilding   
irom underneath 
thebroccoli，leafbyleaf；  
howcouldthenighthavecometo grief？   
gildi皿gthetiny  
且oati喝SWa1low’sbelly  
andlinesofpinkcloudinthesky，   
theday’spreamble  
likewanderinglinesinmarble．  
Thecocksarenowalmostinaudible．  
Thes11nClimbsin，  
fo1lowlng“tOSeetheend”，  
faithfulasenemy，Orfriend．  
that eventhePrince  
OftheApostleslongsince  
badbeenfor即Ven，andtoc nvince   
alltbeassembly  
THE PANGOLIN 
Anotherarmoredanimal－SCale   
lapplngSCalewithspruCe－COneregularityuntilthey  
formtheuninterruptedcentral   
tail・rOW！Thisnearartichokewithheadandlegsandgrit－eqtllppedgizzard，   
thenightminiatureartistenglneeris，  
yes，LeonardodaVinci－sreplica－  
impressiveanimalandtoilerofwhomweseldomhear．  
Amorseemsextra．Butforhim，  
thecloslngear－ridge－  
ar bare ear lacking even this small 
eminenceandsimilarlysafe   
COntraCtingnoseandeyeapertures   
impenetrablyclosable，arenOt；－atrueant・eater，  
notcockroach・eater，Whoend11reS   
exhaustingsolitarytripsthroughunfamiliargroundatnight．   
returnlngtnforesunrise；StePplnginthemoonlight，  
Onthemoonlightpeculiarly，thattheoutside   
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edgesofhishandsmaybeartheweightandsavetheclaws  
fordigglng．Serpentinedabout   
thetree，hedraws  
away董romdangertlnpugnaCIously，  
Withnosoundb11taharmlesshiss；keeplng  
thefragilegraceoftheThomas－  
Of－LeightonBuzzardWestminsterAbbeywrought・ironvine，Or  
rollshimselfintoaballthathas   
POWertOdefyalle仔ortto11nrOllit；StrOnglyintailed，neat   
headforcore，OnneCknotbreakingolf，withc11rled－infeet．  
Neverthelesshehassting－PrOOfscales；andnest  
ofrocksclosedwithearthfrominside．whichhecanthusdarken．  
S11nandmoonanddayandnightandmanandbeast  
eachwithasplendor  
Whichmanina11hisvilenesscannot  
setaside；eaChwithanexcellence！  
“Fearfulyettobefeared，”thearmored  
ant・eatermetbythedriver・antdoesnotturnback，but  
engulfswhathecan，theflattenedsword－   
edgedleafpointsonthetailandartichokesetleg－andbody－plates   
q111VerlngマiolentlywhenltTetallates  
andswarmsonhim．Compactlikethefurledfringedfri1l  
Onthehat・brimofGargallo’shollowirollheadofa  
matador，hewi11dropandwi11  
tIlenWalkaway  
unllurt，altllO11ghlfunlntrudeaon，  
hecautiouslyworksdownthetree，helped   
byhistail．Theglant・pangOlin・  
tai1，graCefultool，aSprOpOrhandorbroomorax，tlpPedlike  
anelephant’strunkwithspecialskin，  
isnotlostonthisant－andstone－SWallowlng11nLnJurable   
artichokewhichsimpletonsthoughtalivlngfable  
whomthestoneshadnourished，WhereasantShaddone  
SO．Pangolinsarenotaggressiveanimals；between  
duskanddaytheyhavethenotunchain－1ikemachine－1ike  
form and frictionless creep of a thing 
madegracefulbyadversities，COn・   
VerSities．ToexplaingracerequlreS  
acurioushand．Ifthatwhichisatal1werenotforever，   
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WhywouldthosewhogracedthesplreS   
withanimalsandgatheredtheretorest，OnCOldluxurio11S  
lowstoneseats－amOnkandmonkandmonk－betweenthethus  
lngenio11SrOOf－SuppOrtS，haveslavedtoconf11Se  
gracewithakindlymanner，timeinwhichtopayadebt，  
tbecureforsins，agraCefuluse  
Ofwhatareyet  
approvedstonemullionsbranchingoutacross  
theperpendiculars？Asailboat  
WaSthe負rstmachine．Pangolins，made  
formovlngquietlyalso，aremOdelsofexactness，  
Onfourlegs；Onhindfeetplantigrade，  
withcertainposturesofaman．Beneaths11nandmoon，manSlavlng  
tomakehislifemoresweet，1eaveshalftheflowersworthhaving，  
needingtochoosewiselyhowtousehisstrength；  
apaper・makerlikethewasp；atraCtOrOffoodstuffs，  
1iketheant；Spideringalength  
ofwebfromblu仔s  
aboveastream；infighting，meChanicked  
likethepangolin；CapSizingin  
disheartenment．Bedizened orstark  
naked，man，theself，thebeingwecallhuman，Writing・  
mastertothisworld，griLfonsadark  
“Likedoesnotlikelikethatisobnoxio11S”；andwriteserrorwithfour   
r．s．Amonganimals．onehasasenseofhumor．  
Humorsavesafewsteps，itsavesyears．Unignorant，  
modestandllnemOtional，andallemotion，  
hebaseverlastlngvigor，  
powertogrow，  
thaugh there are few creatures who can make one 
breathe faster andmake oneerecter．  
Notafraidofanythingishe，  
andthengoescowerlngforth，treadpacedtomeetanobstacle  
ateverystep．Consistentwiththe   
formula－Warmblood，nOgi】1s，tWOpairsofhandsandafewhairspthat  
isamaTnmal；therehesitsinhisownhabitat，  
Serge－Clad，StrOng－Shod．Thepreyoffear，he，always  
Curtailed，eXtinguished，thwartedbythedusk．workpartlydone，  
SayStOthealternatingblaze，  
“Againthesun！   
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aneweachday；andnewandnewandnew，  
thatcomesintoandsteadiesmysoul．W  
A二M：ir8CleforBre8kf8St  
Atsixo’clockwewerewaitingfor  
COffee，  
Waitingforco仔eeandtlleCIlaritable  
cTumb  
thatwasgoingtobeservedfroma  
Certainbalcony，  
rlikekingsofold，Orlikeamiracle．  
ItⅥraSStilldark．Onefootofthestln  
Steadiedltselfonalongnppleintlle  
river．   
The丘rstferryofthedayhadjust  
crossedtheriver．  
1twassocoldwehopedtllatthecoffee  
WOuldbeveryhot，Seeingthatthesun  
WaSnOtgOingtowarmus；and that the  
crumb  
WOu】dbealoafeach，b11ttered，bya  
miracle．  
Atsevenamansteppedoutonthe  
blcony．   
Ilestoodforaminutealoneonthe  
balconV 
Eachmanreceivedoneratherhard  ／  
crumb，  
Whichsomenickedscornfullyintothe  
river，  
and．inacup，Onedropofthecoffee．  
Someof11SStOOdaround，Waitingforthe  
miracle．  
1cantellwhatlsaw next；it was not a  
miracle．  
Abeautif111villastoodinthesun  
andfromitsdoorscamethe smellof hot  
coぽee．  
infront，al〕arOqueWhiteplasterbalcony  
addedbybirds，Whonestalongtheriver，  
－Isawitwithoneeyeclosetothe  
crumb－   
andgalleriesandmarblechambers．My  
cr11mb  
mymansion，madeformebyamiracle，  
throughages，byinsects，birds，andthe  
river  
WOrking the stone．Every day，in the  
1〔旧kingoverourheadstoward t血eriver．  slln，  
Aservanthandedhimthe makingsoia  
miracle，  
COnSistingofonelonecupofco仔ee  
andoneroll，Whichheproceededto  
Cmmb，  
bisIlead，即tOSpeak，intbeclouds－  
alongwithtbesun．  
atbreakfasttimelsitonmybalcony  
Withmyfeetup，anddrinkgallonsof  
cofFee．  
We licBed up the crumb and swallowed 
tbecoffee．  
A window across the river caught the 
Sun  
asif themiracle wereworking，Onthe  
WrOngbalcony．   
Wasthemancrazy？Whatunder sun  
WaShetrylngtOdo，upthereonhis  
balcorly！  ／′  
